
 

 

 

 

 

 

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

コロナの状況を鑑み、自治会長会、夢協役員会で規約改正の説明を行い、総会招集はせず書

面総会としました。書面決議の結果、賛成多数で承認されました。 

 

【規約 20条 2項の改訂内容、改訂理由】 

 

 

 

 

第 6回夢協子ども食堂（稲乃屋）のご案内 

開催日時：12月 19日(日) 11時～12時 30分 

場所：塩屋大山 本照寺 

申込受付 12月 1日 9時より 

 夢協事務局携帯 090-1643-5900 

 先着約 50名 大人 300円、中学生以下無料 

メニュー：鶏照り焼き 、豚汁、ごはん、コロッケ、サラダ、ケーキ 

※クリスマスプレゼントをご用意します！ 

※アレルギー対応はしておりません。ご了承ください。 

みんなで夢ある稲生にしよう！！～  2021年 11月 20日                                                           発行：夢ある稲生まちづくり協議会  電話３８６－００５９ 
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夢協臨時書面総会を行い、夢協規約の改正が承認されました！ 
代議員数：95名   回答：84名  回答率：88％ 

賛成：80名（95％）  反対：4名 

稲生を食べよう！秋の収穫祭 延期のお知らせ！ 
平素は夢ある稲生まちづくり協議会運営に、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

2021年度収穫祭ですが、ご案内済みの 11月 20日には野菜の生育遅れのため、満足な収穫が

難しい見通しになりました。 

ついては、収穫祭開催を12月 4日（土曜日）10時、雨天の場合は 12月 5日（日曜日）

10時に延期させていただきますので、ご理解と引き続きのご協力を賜りますよう、よろしく 

お願い申し上げます。 

                            収穫祭実行委員長  鈴木誠治 



「わたしたちの住む町 稲生」 絵画・作文コンクール 
－ 結果発表 と ご協力のお礼 － 

稲生地区青少年育成町民会議 

「わたしたちの住む町 稲生」というテーマで作品応募をしました。今年はコロナ禍で学校生活も
これまでとは違うなかで、たくさん応募していただき、ありがとうございました。          
これからも地域について学んだり、考えたりして、稲生の町に親しみを持って欲しいと願ってい

ます。紙面の都合上 10/20 号で絵画入賞者のご紹介をさせていただき、今回は作文入賞者の作品

をご紹介させていただきます。 

≪作文の部≫ 
「昔から伝わる伝統文化 獅子舞」  稲生小６年Ｄ組  阪 友斗  

自分は、獅子舞はすごく好きだし、すごく良いと思います。そして、ずっとずっと昔からあ

って、その文化が今まで続いていることがとてもうれしく思います。 
ぼくは１年生のころから獅子舞を続けています。やり初めの１～４年生は後舞（あとまい）

で、今は６年生なので口取りをやっています。でも、今年は新型コロナウイルスのせいで、各

地区に行って舞うのはできませんでした。 
後舞というのは、お獅子の頭を持つ「お頭（かしら）さん（これは大人の人がやっていま

す）」の後ろで一緒に舞うのが後舞です。口取りは５．６年生がやって、頭にはニワトリが型ど

ってあるやつをつけて、顔には天狗のお面をつけて舞って、手には「ささら」を持って舞いま

す。他にも、太鼓、笛などのいろんな人たちと協力し合いながらやっています。 
ぼくが獅子舞を続けている理由は、ずっと昔からあって、子どもも大人もできるからです。

また、こういう神社などの文化に関わっていると、いろんな歴史のことをいっぱい知れたりで

きるし、昔からある文化にもふれ合ったりできるからです。昔から伝わってきて、その伝統文

化が今も続いていると思うと、とてもほこりに思います。 
今年は舞うことができませんでしたが、新型コロナウイルスが収まって、各地区で舞えるよ

うになってほしいです。そして、もっともっと稲生地区の獅子舞をみんなに知ってほしいし、

神社以外にも家などにも行って、１こでも２こでも多く獅子舞を舞いたいと思います。また、

稲生地区だけでなく他の地区に行って、稲生地区の獅子舞のすごさを知ってもらいたいので、

いろんな地区で舞って広めたいです。そうすることで、獅子舞に関係していない人たちでも、

稲生の獅子舞のすごさを他の人たちに知ってもらえるのではないかと思います。ほくたちの取

り組みで、稲生地区の獅子舞がもり上がったらいいんじゃないかなと思いました。 
そして自分は、将来大人になった時まで稲生地区の獅子舞があれば、お頭さんをやりたいで

す。でも、獅子の頭は重たいので心配ですが、大人になったらお頭さんをやって、獅子舞を続

けていきたいです。  
「つつじと地域のつながり」  稲生小６年Ｄ組  宮﨑 鈴奈   毎年、伊奈冨神社の紫つつじを見て、「植物の事がたくさん知れていいな。」と思います。  前に行った時も、母が他の植物についても聞いたら教えてくれたり、きれいな花を見てリラ

ックスできました。また、他の人も見に来ていて話したりして、地域の人と関わる事ができま

した。  このようないこいの場がある稲生は、人と関われたり、植物について知れて自然を大切にし
たいという気持ちになれるので、いいなと思いました。  伊奈冨神社から家が遠い人もいるので、いこいの場をもっとつくってほしいです。そこに
は、ベンチなどの休けいができる場所をつけてもらいたいです。いこいの場がたくさんできる



事で大勢の人がリラックスできて、楽しんでもらう事ができると思います。  もう一つお願いがあります。それは、伊奈冨神社やつつじに関してのクイズ大会を開くこと
です。このことで、たくさんの人に伊奈冨神社について知ってもらえるので、「また、行きたい

な。」という気持ちになると思います。そうしたら、伊奈冨神社がよりにぎわい、もっと楽しく

なると思います。他にも、ポスターをはったりして、人を集める事もいいと思います。このよ

うな事をすると、伊奈冨神社に人が集まってみんなが楽しく過ごせます。また、伊奈冨神社か

ら家が遠い人も、楽しくして過ごす事ができます。  今、私にできる事は、伊奈冨神社やつつじの事についてよく知り、そのことを友だちや家族
に伝える事だと思います。また、伊奈冨神社などの地域の行事を体験してみる事だとも思いま

した。この地域には、様々な楽しいイベントがあります。しかし、私がやっていかなければ、

どんどんなくなってしまいます。だから、体験をしたり、友だちや家族に伝える事で、稲生全

体がつながっていくのだと思います。   
「あたたかい町」  白子中３年１組  生川 れい   私は、自分の住む町が、「あたたかい町」だと嬉しい。「あたたかい町」とは、今の時代を生

きているからこそ思いついたものだ。私は徐々に人と直接関わり合うことが減ってきていると

思う。それには、とどまる所を知らないコロナウイルスの感染拡大が原因として繋がってい

る。  では、私が考えた「あたたかい町」をお伝えしようと思う。「あたたかい」は、町の気温のこ
とだ。これは、地域の人同士の交流で笑顔が町を包み、笑ったら体温が上がるように町の気温

が上がればいいなという願い、理想。  自分が住んでいる町を「あたたかい町」にするには、どのようなことが必要だろうか。  一つ目は、困った時に助け合うことだと思う。私は何か困ったことがあった時、「誰かに助け
てもらいたいな」と思う。そして、助けてもらった時には、心から「ありがとう」と思う。私

にとって「ありがとう」と思うこと、思ってもらえることは、すごく心があたたかくなる。自

分自身に落ち込んでいても、その言葉をもらえるとすごく優しい気持ちになれる。そして、

時々自分にも「ありがとう」の言葉をプレゼントする。私はいつからかそう意識するようにな

った。これは自分を甘やかしているわけではない。私は一度自分に「今日は頑張ったと言える

ほどの成果は出せなかったけど、頑張ろうとしてくれてありがとう」、そう思ってみた。する

と、いつもの負の感情のループではなくて、「明日はもっと素敵なありがとうを自分にプレゼン

トできるように、絶対がんばろう」と思えた。少し前から、町の話をしていないと思うかもし

れないが、これは私からこの作文を読んでくれている人への提案だ。一度自分を自分自身の言

葉で助けてみてはいかがだろう。自然と表情筋が緩み、人への接し方が昨日よりも柔らかくな

り、それが町全体へと広がるはずだ。  二つ目は、若い人も町の運営に携わることだと思う。そのために年に関係なく交流すること
が必要だ。その交流の場として、今までは一年の間にたくさんの行事が行われてきたと思う。

しかし、コロナウイルスの感染拡大に伴い、それらの行事は中止が続いた。では、地域の方々

が繋いでくれたバトンを絶やさないためにはどうすれば良いのか。コロナ禍の中でも日常は変

わらない。通勤、通学、散歩、その途中で人とすれ違う時、今はその時こそ交流するべきなの

だ。軽いあいさつから始めてみよう。全ての人がマスクをつけていて相手の表情が分からない

中、とても勇気がいる行為だ。けれど、きっと、あいさつと共に笑顔を返してくれるだろう。

「それでは明日もあいさつをしてみよう。数日後には世間話もいれてみようか。」そう思えた

ら、それこそが交流だ。その交流が、少しさむいこの町をあたたかくするだろう。  これまで述べてきたものは、どれも現実的な策ではないかもしれない。だが、一人の意識か
ら町全体が変わることは十分あり得ることだ。私と一緒に、以前よりも「あたたかい町」を目

指しませんか。まずは、鏡の前に立って笑ってみてください。それが、たくさんの笑顔をもた

らすはずだから。 



 

  
 

【公民館事業】参加者を募集します。稲生地区の方が対象です。 

申込みは 11月 22日(月)～11月 30日(火)です。ご希望の方は掲載してある申込書を公民館 

窓口に届けるか，郵便ポスト(自動ドア左横)に投函してください。先着順ではありません。 

申込み多数の場合は抽選を行います。その時は抽選にはずれた方のみご連絡いたします。 

参加費は当日集金します。材料準備の都合上，教室を含めて５日前以降のキャンセルは参加費 

が発生しますのでご了承下さい。 

当日は自宅で検温して，体調が悪い場合は参加を見合わせてくださいますようお願いいたします。 

参加者は必ずマスク着用・マイスリッパ持参をお願いします。 

 
～寄せ植えと岩盆栽(ﾁｪｯｶｰﾍﾞﾘｰ)～  

二つで 1セットになります。 

日 程： １2月 10日（金）10：00～12：00 

定 員： ２5人 

場 所： 稲生公民館 ホール 

講 師： 山下祥史先生  

材料費： 1，0００円  持ち物：持帰り用の袋  

 
～ふろしきを活用してみよう！エコバックのかわりにカバンの中へ～   たんすの奥に眠っている「ふろしき」を使ってみませんか？ 

ふろしきの便利な使い方を通じて，レジ袋有料化のきっかけの 1つでも 

ある「海洋プラスチック」によるごみ問題について学び，環境について 

考えてみませんか。 

日 程： 1月 14日（金）10：00～11：30 

内 容： 海洋プラスチックのお話 

    ふろしきの便利な使い方を覚えよう  

定 員： ２0人 

場 所： 稲生公民館 大会議室 

講 師： 三重県環境学習情報センター  

材料費： 無料   

持ち物： ふろしき (お持ちでない方はこちらでふろしきを用意します♪) 

お知らせ①今年も夢協・諸団体様のご協力により 11月 26日(金)に公民館の大掃除を行います。      ②スクエアステップ＆フレイル予防教室を追加開催します。まだ人数に余裕があります。 

お電話で受付しますので是非ご参加ください。(12/8・1/12・2/9・3/9の 4回です。)      

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐切り取り線‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  
～寄せ植えと岩盆栽(ﾁｪｯｶｰﾍﾞｰﾘｰ)～ 

名前（              ）  年齢（      ）歳 

住所 鈴鹿市（                 ） 電話番号（              ） 

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐切り取り線‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 

～ふろしきを活用してみよう！～ 

名前（              ）  年齢（      ）歳 

住所 鈴鹿市（                 ） 電話番号（              ） 

 

      夢協公民館だより     

                 鈴鹿市稲生塩屋三丁目 2-34   TEL059-387-0479        令和 3年 11月 20日 

・配本／ふれあいライブラリー 11/22（月）12/13（月） １５：３０～１６：００ 


